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有するが,極めて少良しか分泌されないのであまり有

効でない.n-tridecane,2-pentadecanone,2-hepta-

decanoneは,低い蒸気圧を持っているので,揮発性

物質が消散した後も,残留信号として作用すると考え

られる一 (北村夫彬)

カビにふくまれるウィルスとインターフェロン

Virusesinfungiandinterferonstimulation.

G.T.Banks,ctaL.:Nature218,●542(1968).

1962年 Klehschmidtらは PenfciLlrum stoLoni･

ferumの培衣紋から1踵の酸性多糖塀 statolonを単

離した.この物質は動物およびその組織培養に予防的

に投与するとウィルス感染を阻止するが,その機作の

1つはインターフェロン(lF)産生を促進することによ

って抗ウィルス性を発揮すると考えられてきた.しか

し著者らは同じ菌株から多角体ウィルスを大迫に蝉粧

すろことに成句した･そしてこのカビが IF産生を促
進する能力をもつのは菌体中にふくむウィルス RNA

に帰せられるべきであって,すでに報告された俄性多

糖塀は培地組成の 1越にすぎないことを碓認した.

著者らがこのような結論に適した実験結果を要約す

ると,1)statolonを得たときと同じ菌株をもちい分

画をくりかえしflff製をすすめるほどIF産生活性はよ

わくなる.2)菌糸をitl蛸でみると径25-30mILの多

Ill休が1i在する. この多Itj肘 ま5日培養の炉紋からも

和ら11,IF踵生促進作JT]をもつ.いろいろの私 ア

ルカ.)分解の結果からRNAと同定した. この按品約

5FLgでIF越生活性を発紺する.3)この RNA 班品

の活性は Boehringerpancreaticribonuclease処

理で消失することから RNAが 活性物質と考えられ

る.なお二韮飢 RNAであることが推定されT:.4)

熱処理によってウィルスを除いた菌体培養紋はIF産

生効果がない.5)P.stoLoniferum7菌株のうち IF

産生活性をもつのは.ATCC14586株のみである.

著者らは以上の理 由から P.stotonllferum ATCC

14586に見出された多角体粒子をウィルスという言柴

で袈現した.この粒子は感染性 (ウィルスの菌類に対

する感歎性を実験的に確認した報告は現在のところな

い)を除いてウィルスとしてのすべての具備条件を洞

足させている. (上山昭則)

SH-Bombykolによるカイコガの性誘引物賞の感

知限界

BestimmungderRiechswelleYonBombyxmon'

mitTritium･markiertemBombykoID.Sehneider,
G.KasangundK.-E.Kaissling,NaEurwz'ssen･

schafEen,55,395(1968).

aHで標識した Bombykolを用いて生物訪欧を行な

い,紋体シンチレーションカウンターで外挿法により

定量して,雄のカイコガの Bombykolに対する以低

感知限界を測定した.

3H-Bombykol((12,13-3H]-Hexadecadien-(10-

irans,12-cis)-ol-(1)は,Pentin-(1)とUndecen-

(10)-01-(1)から6段階を経て合成されるHexadecen-

(10-tyans)-in-(12)-01-(1)をaH中で還元して合成し

た.この化合物は31･7FLC/Pgを有し26%の放流埠iで

あった.

生物試験は Bombykolや含むロ紙を内径7mmの

ガラス管に挿入して,その中に空気を送り雄のカイコ

ガの頭部から5cmはなして2秒間吹きつけて,その

50%反応率を観察した.その結果3･10~dFLgのBomby.

kolをロ紙につけ毎秒50mLの流虫で軽砂 1.4×106
個の Bombykol分子が供給される場合を奴低感知限

界と認めた.この供給された分子数の200分の1が触

角に吸着されるとすると,その数は14000個となり,

触角には10000個の感覚毛があるので1感覚細月包あた

り約 1分子を感知することになる.触角の表面の6分

の1が感覚毛の表面だと考えるとこの他はさらに小さ

くなる. (上野民夫)

人から単離された力の誘引物井 t,一割酸

いLacticacid;AMosquitoAttractantIsolated

tromHumans.F.Acree,JR.,R.B.Turner,H.K.

Gouck,MortonBeroza,NelsonSmith.Scl'cncc,

161,1346(1968).

ネッタイシマカ (Aedesacgybh')はA'熱病を伝弛

する.その雌の誘引物質として人体から L一乳酸をIll

I弧 TLC,ペーパークロ̀マトグラフィ～.GC.tRでは
定された.10pgのL一乳酸は3分FLuで29-75%のカを

誘引するが, D一乳酸はL一乳酸の%の活性である.L一

乳酸の誘引には賦活剤としてCOが 不可欠だが.COL
だけでは誘引性を示さない.他の炭素数5のイJ鎖恨別

を検定したが L一乳酸以上の活性を示す物はなかった.

水物質はネッタイシマカの技城の陵れた誘引剤と考え

られる. (桑田休正)
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